	金属加工科

実技課題「被覆アーク溶接によるJIS溶接技能者評価試験用治具製作」実施要領


施設名　

科名　　金属加工科

１　この課題は、工作基本、被覆アーク溶接における基本作業であり、ＪＩＳ溶接技能者評価試験に対応した治具の製作をするものである。
対応する板厚は中板（９㎜）、厚板（１９㎜）である。また製作した治具は実際に今後の被覆アーク溶接、半自動アーク溶接の訓練で使用する。

治具の製作を通して工作基本、被覆アーク溶接の技能の習得の確認を行う。
２　課題時間

	№
	作業内容
	標準時間
	打ち切り時間
	採点資料

	１
	工程計画作成
	３０分
	６０分
	別添１

	２
	材料加工
	２１０分
	３００分
	別添２

	３
	仮組み（タック溶接）
	
	
	別添３

	４
	本溶接
	６０分
	９０分
	別添４

	合　　　計
	３００分
	４５０分
	


№１の作業は、作業工程計画書の作成時間とする。

№２の作業は、材料の加工の時間とする。

№３の作業は、仮組み（タック溶接）の時間とする。
№４の作業は、溶接作業、スパッタ除去等の仕上げを含めた時間とする
打ち切り時間で全ての作業を終了し、その時点で出来ているところまでを採点する。
また、打ち切り時間を越えても作業を継続し、課題を完成させる場合はフォローアップ等で行うこととする。
各作業用の採点用紙への[作業開始][終了時刻]は指導員側が記入するものとする。

作業完了ごとに訓練生に報告をさせ、作業終了（報告）時刻を記載した採点用紙を渡し、訓練生に採点をさせる。
報告後の採点や確認の時間は作業時間には含まないものとする。
３　訓練課題実施手順
（1） 配布資料（別添１～５を除く）を配布し、資料の確認をする。
（2） 作業開始前に課題作成に必要な要点について説明を行う。
①作成図の見方
②部材の加工法および測定
③仮付け・溶接施工の注意点
④その他、課題の概要、課題作成上の注意事項
（3） 材料を配布し、数量や形状を確認させる。
（4） 作業工程計画書を作成させる。作業完了の報告後に別添１「作業工程計画書解答例」を配布し採点をさせる。
（5） 材料の加工作業を開始させる。作業完了の報告後に別添２「部品加工評価基準」を配布し測定・検査および採点をさせる。

（6） 仮組み（タック溶接）作業を開始させる。タック溶接の長さは20mm以内とする。作業完了の報告後に別添３「組立評価基準」を配布し、測定・検査および採点をさせる。

（7） 本溶接作業を開始させる。作業完了の報告後に別添４「製品評価基準」を配布し、測定・検査および採点をさせる。
（8） 全ての作業・採点が終了したら「訓練課題確認シート」を配布し、別添１～４の得点を転記させる。

（9） 作成した課題と配布資料を提出させ、課題終了とする。

配布資料

（1） 課題図１　部品図（Ａ３）

（2） 課題図２　組立図（Ａ３）

（3） 課題図３　溶接指示書（Ａ３）

（4） 作業工程計画書（Ａ３）

（5） 評価要領（Ａ４）

（6） 別添１　作業工程計画書解答例

（7） 別添２　部品加工評価基準（Ａ４）

（8） 別添３　組立評価基準（Ａ４）
（9） 別添４　製品評価基準（Ａ４）
（10） 訓練課題確認シート（Ａ４）
  （注）別添１～５の資料については該当作業の完了報告を受けてから配布する
４　課題用材料
	№
	品名
	寸法又は規格
	数量
	備考

	１
	鋼板
	ｔ１９×９０×１２０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	２
	H形鋼
	H６/８　１２５×６０－２６５
	１
	

	３
	鋼板
	ｔ９×６５×９０（ＳＳ４００相当品）
	２
	

	４
	鋼板
	ｔ９×１００×５０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	５
	鋼板
	ｔ９×１７５×６０（ＳＳ４００相当品）
	１
	

	６
	鋼板
	ｔ９×１２５×７０（ＳＳ４００相当品）
	１
	


（注）修正作業を行う場合は、試験材料の切断時に、規定の寸法に１～２㎜程度大きく切っておく必要がある。

ただしシャーリングを用いないで切断した材料（例：バンドソー等切断面にダレがでない

器具）については、切断面を確認し、ダレがなければ必要ない。
５　使用機材等一覧

	No.
	品名
	寸法または規格
	数量
	備考

	１
	ガス切断機一式
	C2H4ｶﾞｽ､O2ｶﾞｽ､吹管
	１式
	

	２
	卓上ボール盤
	
	１台
	

	３
	被覆アーク溶接機
	KRA-300　定格出力電流300
	１台
	

	４
	ディスクグラインダー
	GL-125V　使用砥石125×6
	１台
	

	５
	スケール
	300ｍｍ
	人数分
	

	６
	ノギス
	
	人数分
	

	７
	さしがね
	
	人数分
	

	８
	けがき針
	
	人数分
	

	９
	ヤスリ
	平300
	人数分
	

	１０
	ポンチ
	
	人数分
	

	１１
	スコヤ
	
	人数分
	

	１２
	ドリル
	φ６
	若干数
	

	１３
	組やすり
	５本組
	人数分
	

	１４
	弓のこ
	
	人数分
	

	１５
	ハンマー
	
	人数分
	

	１６
	ブラシ
	鋼用
	人数分
	

	１７
	帯のこ盤
	
	１台
	

	１８
	シャーリングマシン
	
	１台
	

	１９
	安全用保護具一式
	----
	人数分
	

	
	
	
	
	


６　注意事項

（１）課題開始前に、課題用材料の数量等が「４　課題用材料」のとおりであることを確認させること。

（２）課題開始後は、原則として、課題用材料の再支給はしないこと。

（３）使用機材等は「５　使用機材等一覧」で指定したもの以外は使用させないこと。
　　　　※ただし、上記一覧に加える、一覧から除外する機材は指導員の判断とする。
（４）課題実施中は、使用機材等の貸し借りをさせないこと。

（５）退場する前には、使用機械、作業台等の周辺を整理整頓させること。

（６）その他

イ　機械の台数等の都合で作業待ちが出来た場合、待ち時間を調整すること。

ロ　補修作業をする場合は、申し出させること。
（７）打ち切り時間を超過した場合は、作業をその時点で打ち切り、採点を行わせる。
その後のフォローアップ等で製品の完成まで行なってよい。

その際の評価については評価シートのコメント等に記載しておくこと。
（８）指導員は、訓練生が不安全作業を行っていないかを監視する。不安全作業を行った場合は、「訓練課題確認シート」の下部に記載のうえ、注意または作業を中止させる。
